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1. 概要 

1.1 橋梁の概要と直轄診断の経緯 

古川橋は、静岡県榛原郡吉田町住吉に昭和 44 年に建設され、現在までに 49 年経過している橋

梁で、町道吉川川尻線上の橋長 54.6m の鋼製の橋梁である。町道吉川川尻線は、湯日川を跨ぐ東

西の住宅地域を結び、吉田港や近隣の工場からの運搬車両などが利用する、地域の生活を支える

重要な路線である。 

本橋は、単純非合成 H 型鋼橋（3 径間）の橋梁であり、海岸から約 100m に位置している。平

成 28 年度に吉田町において点検が実施され、塩害による主桁の腐食や支承の重篤な損傷などが

確認されたが、吉田町ではその対応が課題となっていた。 

このため、平成 31 年 3 月に吉田町より、静岡県道路メンテナンス会議会長に対し直轄診断の要

請がされたものである。 

国土交通省は、本橋が維持管理に高度な技術が必要であること、地域にとって重要な路線であ

ること等を勘案の上、直轄診断により、今後検討される修繕・措置等について、所要の調査・作

業を行い、技術的な助言が必要と判断したものである。 

中部地方整備局等による「道路メンテナンス技術集団」は、令和元年 7 月 9 日より現地調査を

開始し調査を進めてきたが、その調査結果がまとまったので、技術的助言として以下の通り報告

する。 

   

  

図 1.1 古川橋の位置図と現況写真 



1-2 

 

 

 

 

 

 

図 1.2 古川橋 一般図 
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1.2 「道路メンテナンス技術集団」隊員及び主な活動報告 

1.2.1 道路メンテナンス技術集団の構成 

道路メンテナンス技術集団の構成を表 1.1 に示す。 

表 1.1 道路メンテナンス技術集団の構成 

 氏 名 所属・役職 

リーダー 加 藤  豊 中部地方整備局 中部道路メンテナンスセンター センター長 

 石 垣  政 彦 中部地方整備局 道路部 道路保全企画官 

 竹 内  秋 広 中部地方整備局 道路部 道路構造保全官 

 眞 弓  英 大 中部地方整備局 中部道路メンテナンスセンター 保全対策官 

 太 田  聡 中部地方整備局 静岡国道事務所 総括保全対策官 

 木村 嘉富 国土技術政策総合研究所 道路構造物研究部 部長 

 白 戸  真 大 国土技術政策総合研究所 道路構造物研究部 橋梁研究室 室長 

 上 仙  靖 国立研究開発法人 土木研究所 構造物メンテナンス研究センター 

橋梁構造研究グループ 上席研究員 

 

1.2.2 主な活動内容 

道路メンテナンス技術集団の主な活動日と活動内容を表 1.2 に示す。 

表 1.2 主な活動日と活動内容 

活動日 活動内容 

令和元年 7 月 9 日（火）～

令和元年 10 月 3 日（木） 

古川橋直轄診断着手 

現地調査 
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2. 道路管理者による定期点検結果 

 

 



2-2 

 



3-1 

3. 古川橋の特徴 
3.1 現況 
本橋は湯日川を渡河しており、昭和 39 年鋼道路橋設計示方書に準拠し設計された、橋長 54.62m

の鋼製の橋梁である。昭和 44 年に供用開始し、診断着手時で 49 年経過する。架橋位置は、海岸

からおよそ 100m 内陸に位置する場所であり、橋梁から下流へ約 50m の位置に水門、橋梁から上

流へ約 100m のところに親水公園がある。橋台と橋脚の支持層は、昭和 42 年竣工図によると、砂

礫層又は砂礫・砂層である。 
本線は 3 種 4 級で、幅員は 2 車線（対面通行）、を有する全幅 7.2m で構成される。平面線形は

斜橋（62°）であり、アプローチ部となる前後の町道は、西側（A1 側）は直線、東側（A2 側）は

S 字を描いているが見通しは良い。橋梁の縦断勾配は放物線（14%）であり、横断勾配は拝み勾配

（1.5%）である。 
上部構造形式は、単純非合成 H 型鋼橋（支間長 17.73m+17.78m+17.73m）である。 
下部構造と基礎形式は、橋台（A1、A2）は重力式の直接基礎、橋脚（P1、P2）はパイルベント

式（既製 RC 杭・φ 600mm）である。パイルベント杭はそれぞれの橋脚で 4 本設置され 2 カ所を

梁で繋がれている。上梁は杭の上端部に厚さ 700mm の梁で、下梁は上端の梁下から 2.4m 下で

厚さ 500mm の梁で繋がれている。 
これまでに 2 度の補修が記録されている。平成 8 年に A1 橋台～P1 橋脚の床版打ち換え工事、

平成元年度に P1 橋脚～P2 橋脚の床版打ち換え工事が実施されている。 
補修記録にないが、過去の写真から、支承部に沓座モルタルの設置、添加物の撤去（塩ビ管）・

設置（情報ケーブル）が行われていることが確認できた。 

表 3.1 古川橋 橋梁諸元 

項目 内容 

橋梁名 古川橋（ふるかわはし） 
架設年次 昭和 44 年 3 月 
適用示方書 昭和 39 年 鋼道路橋設計示方書 
道路区分 第 3 種第 4 級 
活荷重 TL-20 
交通量 500 台/日 
橋長 L=54.62m 

構造形式 単純非合成 H 型鋼橋 
幅員構成 350mm（地覆）+6500mm（車道）+350mm（地覆） 
交差条件 2 級河川  湯日川 

下部構造形式 

A1：重力式（直接基礎） 
P1：パイルベント式（既製 RC 杭 φ600mm） 
P2：パイルベント式（既製 RC 杭 φ600mm） 
A2：重力式（直接基礎） 
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写真 3.1 古川橋写真（左：昭和 63 年撮影 右：平成 31 年撮影） 

 

  

写真 3.2 古川橋支承写真（左：昭和 63 年撮影 A2-G1 右：平成 31 年撮影 A2-G3） 
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3.2 安全性の観点 
 
（1） 斜橋であり湯日川に対して斜角は 62 度で渡河している。斜橋は直線橋と比べて力学的挙

動が複雑であり、地震時に回転に伴う落橋の恐れがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3.3 古川橋周辺航空写真（平成 21 年撮影） 
 
（2） 床版は、架設当時は全て RC 床版であったが、第 1 径間は平成 8 年に、第 2 径間は平成

元年にプレキャスト床版に架け替えられているため、同じ橋梁で剛性の違う床版が混在し

ている状態である。 
 
（3） 古川橋に採用されているパイルベント橋脚は剛性が低く、一般的に地震時や地盤の流動

により変形を起こしやすいとされており、地震等が発生した際には下部構造の沈下や傾倒

により落橋にいたる可能性がある。 
 

 
 
 
 

写真 3.4 パイルベント橋脚・基礎の落橋事例 

(昭和大橋・1964 年 新潟地震)  

出典：土木研究所（CAESAR）技術資料 

写真 3.5 橋脚の沈下事例 

（法雲寺橋・2019 年台風 19 号)  

出典：関東地方整備局 記者発表資料 
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（4） 古川橋は、昭和 39 年鋼道路橋設計示方書で設計された橋梁で、3 連の単純桁で構成され

ている。設計年次も古く、地震時の落橋を防ぐための桁かかり長が不足している。また、

耐震補強も施されていないため、地震時に主桁が支承から逸脱した場合は、落橋に至りや

すい構造である。 
 
（5） 左岸側上流に湯日川親水公園があり、そこからの支川が湯日川に合流している。過去と

現在の航空写真を比較すると、昭和 56 年頃は湯日川の澪筋が現在よりも右岸側よりであ

り、湯日川と支川の合流位置は現在よりも上流側にあることがわかる。平成 21 年以降は、

湯日川の川幅も広がり澪筋が昭和 56 年頃よりも左岸側よりになっていること、湯日川親

水公園が整備され湯日川と支川との合流位置が、古川橋から 10m 程度上流の位置に変わ

っている。このことから、古川橋架設当時と現在では、河川の状態が変わっており、現在

は橋梁が支川との合流地点に近いことから、出水時等の際には洗掘を受けやすくなってい

ると考えられる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3.6 古川橋周辺航空写真（左：昭和 58 年撮影 右：平成 21 年撮影） 
（国土地理院 地図・空中写真閲覧サービス） 
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3.3 耐久性（予防保全）の観点 
 
（1） 主桁には H 形鋼が使用されている。H 形鋼とは、製造工程においてあらかじめ H 型に

形成された鋼材であるため溶接部がなく、亀裂等の損傷発生リスクは低い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2） 海岸から約 100m に位置するため、海からの飛来塩分による影響を受けやすい。 
 

（3） 架橋位置が湯日川の河口に位置するため、海水と川水（淡水）が入り交じる位置（汽水

域）に架設されている。このため、海水や潮の干満の影響を受けやすい。 
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4.  技術的助言 
4.1 総論 

古川橋に関する既存資料（設計図書、定期点検結果、補修履歴）や構造特性、周辺環境等に

着目し、近接目視、並びに、測量や挙動の計測を行った。その結果に基づき、古川橋の健全

性及び今後の維持管理方法に関して、技術的観点から以下のとおり助言する。 
 
 

(1) 古川橋の現状 
古川橋の特徴として、Ｈ型鋼を主桁・横桁とした上部構造を有すること、支承は過去に補修

している痕跡が認められること、パイルベント橋脚という剛性が低く地震や出水時に変状を

受けやすい下部構造を有することが挙げられる。 
 
上部構造の主桁、横桁について、下部構造上で隣接する径間の主桁同士が接触しているが、

近接目視及び触診の範囲では、桁断面に変形等は認められなかった。一方、第３径間の A2 橋

台側では、上流側の G１桁において床版と主桁の間に剥離が見られたり、橋台と主桁の接触

が見られた。 
 
防食機能の劣化の進行が全体に認められるが、鋼材の断面減少を伴う腐食は主桁、横桁の

下フランジや桁端部など部分的で、かつ減肉量もわずかあった。また、近接目視の範囲から

は、亀裂が疑われる変状は見られなかった。 
防食機能の劣化については、架設当時の塗装系は不明のため設計値との比較はできないが、

現行基準における一般外面塗装仕様相当の塗膜厚は概ね確保されている状態であった。 
 
床版については、第１径間と第２径間は、それぞれ平成 8 年度と平成元年度にプレキャス

ト床版に交換されている。測量の結果、橋梁の形状が当初とは変わっているものの、今のと

ころ、床版本体及び床版と主桁の接合部にはひび割れ、変形、亀裂などは見られなかった。

ただし、第 2 径間で床版と主桁の締結金具については腐食が見られた。また、第３径間の場

所打ちコンクリート床版は架橋直後から変更されておらず、舗装の変状とともに、床版下面

には一部で格子状のひび割れや鉄筋の露出が見られたが、遊離石灰や水の析出の痕跡は見ら

れなかった。ひびわれの間隔が床版鉄筋配置と概ね一致していたため、かぶり及び鉄筋の状

態を調査したが、鉄筋露出していない箇所でのかぶりは設計値以上確保されており、鉄筋に

腐食は見られなかった。一部の舗装にひび割れが認められるが、床版下面に入ったひび割れ

位置との相関はないため貫通はしていないと考えられる。また、橋梁点検車（車両重量 23ｔ、

後輪軸重 17ｔ）を載荷・除荷するのに併せてひび割れの動きをクラックスケールにて計測し

たが、ひび割れの動きは検知できなかった。交通状況や環境条件も含めて考えると、ひび割

れは床版の強度不足または疲労が主な要因とは考えにくく、経年のコンクリートの劣化が主

な要因と考えられる。 
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支承については、１基に破断を伴う変状があり機能不全となっている。桁の遊間異常など橋

の形状のバランスが崩れているのに併せて、支承アンカーボルトや台座コンクリートに変状

が生じ、支承が傾斜している状態である。 
 
下部構造では、P2 パイルベント橋脚周辺の河床に一部洗掘の兆候が確認された。また、A2

橋台前面では護岸の破損が見られる。架橋直後とは流入している河川の付け替えが行われて

おり合流部が移動したため、P2 橋脚、A2 橋脚は出水や洗掘の影響を受けやすくなっている

兆候が認められる。 
 
パイルベント橋脚には軸方向のひび割れが見られたが、昭和 63 年に撮影された写真と同位

置に発生しているひび割れを比較すると、進行は小さいと考えられた。 
上部構造の形状、下部構造の高さや傾斜について今回測量を行った結果と建設当時の架設

図とを比較すると、その差は小さいと確認出来た。 
 
 
(2) 構造安全性について 

上部構造、支承、下部構造について、変状は見られるものの、鋼部材の断面の減少や変形

などはなく、強度が建設当初に比べて大幅に減少しているとは考えにくい。 
一方で、上部構造の形状の異常、それに付随する隣接径間の桁の接触や支承の変状の発

生、第 3 径間での床版の桁定着部の不全が生じていることから、応力状態は設計の想定と

は異なっていると考えられ、今後上部構造の状態が悪化する可能性が考えられる。一方で、

橋梁点検車を橋面上で移動させるのに併せて、桁の挙動を計測した結果からは、単純桁橋で

あるにも関わらず、連続桁のような動きをすることが裏付けられたが、その応答は許容でき

る範囲内であった。したがって、これ以上の支承の圧壊や応力状態の悪化を招かないように

措置するのがよいと考えられる。 
 
このとき、本橋はパイルベント橋脚であり、剛性が低いことから地震時には変位が出や

すく、かつ、その形状から出水時には洗掘が生じやすいのに対して、現状は桁かかり長が小

さいこと、並びにパイルベントは横方向鉄筋が少なく、偏心荷重を受けた際のせん断強度が

現在のコンクリート杭に比べても小さく、脆性的であることも考慮して、措置方法を検討す

るのがよい。実際に、P2 橋脚では洗掘の兆候が認められたこと、A2 橋台でも護岸の破損が

見られることから、それぞれの下部構造では洗掘の危険性が認められていることにも留意

すべきである。例えば、いずれの下部構造の変位に対しても上部構造ができるだけ脱落しに

くく、かつ、下部構造の形状の変化に対して上部構造が鈍感であるようにするという観点で

も措置方法を検討するのがよいと考えられる。 
 
また上部構造の測量結果から考えると、支承分担荷重は設計時点とは異なり、かつ設計

に沿った構造への再現も限界がある。単純に支承の交換や桁の形状や接触を是正すること
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が、最も合理的又は経済的でない可能性も、措置方法の検討にあたっては考慮すべきと考え

られる。 
なお、上部構造の形状の変化については、架設当時または補修時の橋の施工手順や施工

ステップ毎の形状管理に関する情報がないが、今回の測量結果と、架設当時の図面とを比較

しても下部構造の移動が原因とは考えがたいことが分かっている。しかし、桁の接触や、第

3 径間に見られる主桁と床版の剥離などから、架設当時とは応力状態が異なると考えられる。 
 
 

(3) 耐久性について 
主桁、横桁、また、第３径間の床版張り出し部の鉄筋については、防食機能が劣化して

いたり、かぶりの不足が見られるが、約 50 年という供用年数との関係からすると劣化は軽

微と考えられる。古川橋は全般的に風通しが良い等、腐食に関しては良好な環境であること

が挙げられるため、状態の急激な変化は想定されないものの、今後の維持管理計画に応じて、

長寿命化のためには防食機能の回復を考えるとよい。また、防食機能の回復を図る場合であ

っても、全面的な塗り替えでなく、部分塗り替えなども検討すると良い。 
なお、今回、桁への塩分付着量を計測しており、海からの飛来塩分の影響を受けやすい

桁の下面や橋梁中央部では、桁への付着塩分量が塗膜に対する許容付着塩分量 50mg/m2 を

大きく超える部分があること、これに対応するように、防食機能の劣化にばらつきがあるこ

とも確認出来たので、部位毎の防食計画を立てることも有効と考えられる。 
 
さらに今回、上部構造で使用されている H 型鋼桁には亀裂が確認されなかった。圧延加

工で製造されるため溶接部がないことから亀裂の発生リスクは小さいと考えられる。また、

第３径間の RC 床版やパイルベント橋脚も、供用年に比べて塩分浸透が軽微であることが

分かった。 
以上の調査結果、並びにこれらの部材は形状も単純で死角もないことを考えると、点検

支援機器等を活用し、定期点検要領を満足する品質を確保しつつ状態把握の作業を省力化

出来る可能性が高い 
 
 

(4) その他 
地震や洗掘についての管理レベルは、今後の措置の実施方法によっても変わると考えら

れる。本橋の構造特性からは単純橋かつパイルベント橋脚であること、かつ、現状では支承

も損傷し、機能を喪失していること、左岸側については現時点でも護岸の変状や洗掘にも発

展しそうな部分的な河床の低下も見られることからから、異常時点検又は監視の実施項目

と方法、及び付随する措置方針について検討を行うのがよい。また、措置の方法によっては、

異常時点検又は監視の実施項目と方法が省力化できると考えられ、構造安全性に対する措

置を検討するときには、同時に考慮するとよい。 
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4.2 上部構造の状況 
本橋は鋼単純非合成 H 型鋼・3 連である。上部構造では、主に以下の 4 つの損傷を確認した。 
 鋼部材（主桁、横桁、支承など）の腐食 
 主桁端部の遊間異常 
 RC 床版（第 3 径間）のひびわれ、剥離・鉄筋露出 
 支承本体の破断、台座コンクリートの欠損 
 
(1) 鋼部材の腐食 

1) 近接目視 
主桁、横桁、支承、排水管、および添架管に腐食が発生している。腐食は主桁下フラン

ジやウェブの下方で著しい傾向である。 
 

2) 詳細調査 
静的載荷試験により計測した主桁のたわみは、主桁を健全な状態であると仮定した構造

解析により算出したたわみの理論値よりも小さい。板厚の減少は下フランジ端部など局部

的であり、板厚減少率は最大で 20%程度であった。塗膜厚は G2 桁下フランジの上面を除

くと 306μm～627μm（平均値）であり、現在では一般的に使用されている一般外面塗

装仕様（C-5 系）の塗膜厚程度（265μm）は確保できている。ただし、塗膜への塩分付着

量は G3 桁ウェブ下流側の 1 か所を除き、許容付着塩分量（50mg/m2）を超えており（最

大 206mg/m2）、飛来塩分の影響を受けていると考えられる。 
 
 

表 4.1 主桁下フランジ板厚計測結果 
 計測した板厚（支間中央） 残存率（計測した板厚/設計板厚） 設計 

板厚 A2-P2 P2-P1 P1-A1 A2-P2 P2-P1 P1-A1 

主

桁 

G3 29.5mm 29.0mm 29.0mm 1.05 1.04 1.04 

28mm 
G2 27.5mm 25.0mm 28.0mm 0.98 0.89 1.00 

G1 27.0mm 28.0mm 27.0mm 0.96 1.00 0.96 

最小値 22.5mm 23.9mm 24.4mm 0.80 0.85 0.87 

注 H型鋼（JIS材）のフランジ厚の許容誤差は±1.7mm（25≦t＜40）である。 

  t＝28の場合は＋6%、－5%が許容誤差である。 
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写真 4.1 代表的損傷写真 上部構造全体：腐食、防食機能の劣化 

 
 

(2) 主桁の遊間異常 
1) 近接目視 
主桁端部において、桁遊間が竣工図に対して狭い箇所が多く、遊間量が無い箇所も確認

された。また、桁の上端と下端で遊間量が異なる箇所もあった。 
 

2) 詳細調査 
桁長を計測した結果、竣工図の桁長に対して長い箇所が確認された。静的載荷試験によ

り、載荷時の桁遊間の変化を確認したところ、計測箇所や載荷状態により-1mm～+1mm
の変化見られた。橋梁点検車を橋面上で移動させるのみ併せて、桁の挙動を計測した結果

からは、単純桁であるにも関わらず連続桁のような動きが確認された。 
 
 
 
 
 
 
 

  
第 3径間 主桁下フランジ 第 2径間 横桁 

  
A1橋台 G3桁（海側の桁） 排水管 
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表 4.2 桁遊間計測結果 
ハッチングは計測した桁遊間＜竣工図の桁遊間－設計伸縮量の箇所 

 下部工 桁遊間※1－ 

設計伸縮量※2 A2 P2 P1 A1 

主

桁 

G3 
上端 0mm 5mm 16mm 0mm 

9mm 

下端 0mm 0mm 0mm 3mm 

G2 
上端 25mm 20mm 7mm 14mm 
下端 12mm 0mm 13mm 14mm 

G1 
上端 42mm 1mm 20mm 26mm 
下端 27mm 0mm 2mm 22mm 

※1：竣工図の桁遊間＝20mm 

※2：設計伸縮量⊿lt＝⊿T・α・l＝50×12×10-6×18180≒10.9mm 

 

 

   
A2橋台：G1 P2橋脚：G1 

  
P1橋脚：G1 A1橋台：G1 

写真 4.1 代表的損傷写真 主桁：遊間の異常 

表 4.3 桁長計測結果 
ハッチングは計測した桁長－竣工図の桁長の絶対値＞許容誤差の箇所 

 計測した桁長 計測した桁長－竣工図の桁長 
許容誤差※1 

A2-P2 P2-P1 P1-A1 A2-P2 P2-P1 P1-A1 

主

桁 

G3 
上端 18,187mm 18,183mm 18,178mm ＋7mm ＋3mm －2mm 

4mm 

下端 18,170mm 18,199mm 18,192mm －10mm ＋19mm ＋12mm 

G2 
上端 18,177mm 18,187mm 18,181mm －3mm ＋7mm ＋1mm 
下端 18,190mm 18,184mm 18,178mm ＋10mm ＋4mm －2mm 

G1 
上端 18,184mm 18,174mm 18,170mm ＋4mm －6mm －10mm 
下端 18,189mm 18,182mm 18,188mm ＋9mm ＋2mm ＋8mm 

※1：「道路橋示方書・同解説 Ⅱ鋼橋・鋼部材編（平成 29年 11月） 20.7.2 部材精度」参照 

 
 

上側：遊間 42mm 
下側：遊間 27mm 

上側：遊間 1㎜ 
下側：遊間なし 

上側：遊間 20㎜ 
下側：遊間  2 ㎜ 上側：遊間 26㎜ 

下側：遊間 22㎜ 
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(3) 床版のひびわれ、剥離・鉄筋露出 

1) 近接目視 
プレキャスト床版に取替え済みの第 1・2 径間では、幅 0.1mm 以下のひびわれが確認

された。また、床版と主桁の間のシール材の剥がれと床版固定の板バネの腐食も確認され

た。架設当時のままの RC 床版が残る第 3 径間では、一部でひびわれが 2 方向に進展し、

剥離・鉄筋露出、うきが確認された。また、G1 桁の A2 橋台付近で床版と桁の間に隙間

が見られた。 
 

2) 詳細調査 
詳細調査は最も損傷が進行している第 3 径間を対象とした。鉄筋探査結果では、床版主

鉄筋のかぶりが 32mm であり設計上の最小かぶりを満足している。塩化物イオン含有量

試験では、鉄筋位置の塩化物イオン量は 0.2kg/m3 以下と鋼材腐食限界濃度（1.2 kg/m3）
を下回っている。シュミットハンマー試験による圧縮強度試験結果も53.6N/mm2であり、

コンクリートの品質も問題ないと考える。また、ひびわれ幅が広い箇所を対象にひびわれ

深さを計測した結果、貫通するひびわれ深さは確認されなかった。また、点検車を載荷さ

せる前後でひび割れの状態を確認したが、ひび割れに動きは無かった。 
 

 

 
損傷図 第 3径間 

  
ひびわれ発生状況 ひびわれ部拡大写真ｄ 

図 4.1 代表的損傷図・損傷写真 床版：床版ひびわれ、剥離・鉄筋露出、うき 
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表 4.4 詳細調査結果概要：床版 

 

 

(4) 支承本体の破断、台座コンクリートの欠損 
1) 近接目視 

P1 橋脚 G3 桁の支承 1 基に下沓の破断が確認され、主桁下フランジに約 20mm、路面

に約 10mm の段差が生じている。それ以外の支承でも台座コンクリートの欠損が発生し

ている。 
 

  

写真 4.3 代表的損傷写真 支承本体：支承部の機能障害（P1 橋脚 G3 桁） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査項目 調査箇所 結果 

かぶり厚さ 第 3 径間 G2-G3 間 32mm（主鉄筋） 
塩化物イオン含有量 第 3 径間 G2-G3 間 0.11kg/m3（鉄筋位置） 
圧縮強度（シュミットハンマー） 第 3 径間 G2-G3 間 53.6N/mm2 
ひびわれ深さ 第 3 径間 G1-G2 間 43.3mm～95.3mm 

主桁の沈下 
 隣接桁との段差 20㎜ 

下沓の割れ 
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4.3 下部構造の状況 
本橋の下部構造では、主に以下の損傷を確認した。 
 下部構造躯体のひびわれ、剥離・鉄筋露出 

 
(1) 下部構造躯体のひびわれ、剥離・鉄筋露出 

1) 近接目視 
橋台・橋脚の躯体には、局部的なひびわれ、剥離・鉄筋露出、うきが発生し、橋脚横梁

下面では最外縁の鉄筋が腐食している。また、パイルベント式橋脚の柱部には遊離石灰を

伴う鉛直方向のひびわれが発生している。 
 

2) 詳細調査 
鉄筋探査試験により、A2 橋台胸壁の主鉄筋のかぶりが 27mm（設計値 50mm）、P2 橋

脚横梁下面のかぶりが 40mm（設計値 50mm）であり、かぶりが不足が確認された。塩化

物イオン含有量試験から、鉄筋位置の塩化物イオン含有量は鋼材腐食限界濃度（1.2kg/m3）
を下回っており、塩害により鉄筋腐食が進行している可能性は低い。また、シュミットハ

ンマーによる圧縮強度試験では、A2 橋台胸壁で 41.9N/mm2、P2 橋脚で 45.9N/mm2 を

記録しており、コンクリートの品質には問題ないと考えられる。測量結果と竣工図を比較

すると、橋台・橋脚ともに建設当時との差は小さいことが確認された。 
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橋脚柱部 橋脚横梁 

  

橋台胸壁 橋台胸壁 

写真 4.2 代表的損傷写真 下部構造全体：ひびわれ、剥離・鉄筋露出、うき 

 

表 4.5 詳細調査結果概要：下部構造 

調査項目 調査箇所 結果 

かぶり厚さ A2 橋台胸壁 21mm（主鉄筋） 
P2 橋脚横梁 40mm（主鉄筋） 

塩化物イオン含有量 A2 橋台胸壁 0.25kg/m3（鉄筋位置） 
P2 橋脚横梁 0.86kg/m3（鉄筋位置） 

圧縮強度（シュミットハンマー） A2 橋台胸壁 41.9N/mm2 
P2 橋脚横梁 45.9N/mm2 
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4.4 橋梁周辺 
本橋の周辺では、主に以下の損傷を確認した。 
 パイルベント式橋脚の洗掘 
 橋台前面護岸の変形・欠損 

 
(1)パイルベント式橋脚の洗掘 

1)近接目視 
水中の透明度が低く、目視による確認は出来なかった。 
 

2)詳細調査 
河床を測量した結果、現時点では著しい洗屈は発生していないが、P2 橋脚上流側では

下流側よりも上流側の河床高が低く、洗掘の兆候が確認された。親水公園の整備に伴い支

流の合流位置が古川橋の近くになった影響が考えられる。 
 

(2) 橋台前面護岸の変形・欠損 
1) 近接目視 

A2 橋台前面の護岸（ふとんかご＋コンクリート矢板）において、護岸の損傷（ふとん

かごからの詰石流出）とコンクリート矢板の欠損が確認された。A2 橋台に傾き等は確認

されないため、出水によるものと考えられる。 
 
 

  
P1橋脚 P2橋脚 

図 4.2 代表的損傷状況 基礎：洗掘 

 

局部的に深い箇所がある 
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写真 4.3 代表的損傷状況 護岸：変形・欠損（A2 橋台） 
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5. 調査結果 
5.1 現地調査の概要 
現地調査では、近接目視調査により橋梁全体の状況を把握するとともに、上部構造については、

各部材の腐食状況、主桁の接触状況、下部構造については、変状状況や支承の破損状況等につい

て調査を実施した。また、橋梁点検車が載荷されたときの変状状況を静的載荷試験で確認した。 

表 5.1 直轄診断で実施した主な調査内容 

調査箇所 主な調査項目 

橋梁全体 
近接目視による腐食、亀裂、ひびわれ等 
静的載荷試験 
測量 

主桁・横桁 
塩分付着量測定 
板厚測定 
塗膜厚測定 

橋脚・橋台 
圧縮強度試験 
かぶり・鉄筋位置測定 
塩分付着量測定 

床版 

圧縮強度試験 
かぶり・鉄筋位置測定 
塩分付着量測定 
ひびわれ深さ測定 

河川内 河床状況調査（測量） 
 

5.1.1 実施日 
着手時 ： 令和元年 7 月 9 日（火） 
本調査 ： 令和元年 7 月 9 日（火）～令和元年 10 月 3 日（木） 
 

5.1.2 調査状況 

   
写真 5.1 調査実施状況写真 
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5.2 上部構造の状況 
 

5.2.1 主桁の状況 
(1) 近接目視 

1) 腐食 

 

 
 

22N-61 22N-93

23N-49 23N-49

20N-10 23N-12

第
３

径
間

（
左

岸
側

）

主 桁

第
１

径
間

（
右

岸
側

）
第

２
径

間
（

中
央

）

①

⑤

⑨

⑥

②

⑩ 下フランジの減厚

t=22.5㎜(設計値28㎜)

下フランジの減厚

t=23.9㎜(設計値28㎜)

下フランジの減厚

t=24.4㎜(設計値28㎜)



5-3 

2) 遊間の異常 
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遊
間

量
の

計
測

結
果

図
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3) 傾斜計測 
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4) 桁損傷図 
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(2) 静的載荷試験 
1) 載荷条件 
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2) たわみ量（沈下量）計測結果 
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5-19 

 



5-20 
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5-27 
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5-30 
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3) 遊間量 計測結果 
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(3) 沓座計測結果 
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(4) 鋼部材調査 
1) 板厚測定 
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2) 塗膜厚測定 
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3) 塩化物イオン付着量測定 
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5.2.2 横桁の状況 
(1) 近接目視 

1) 腐食 

 

 

 
2) 損傷図 

5.2.1 (1) 4) を参照。 

22N-52

23N-39

23N-5

横 桁

③

⑦

⑪
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(2) 鋼部材調査 
1) 板厚測定 

5.2.1 (4) 1) を参照。 
 

2) 塗膜厚測定 
5.2.1 (4) 2) を参照。 
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5.2.3 床版の状況 
(1) 近接目視 

1) プレキャスト床版の損傷（A1 橋台～P1 橋脚 第 1 径間） 
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2) プレキャスト床版の損傷（P1 橋脚～P2 橋脚 第 2 径間） 
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3) 場所打ち RC 床版の損傷（P2 橋脚～A2 橋台 第 3 径間） 
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4) 損傷図(第 3 径間) 
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5) 床版の板バネ・シール材 
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(2) 静的載荷試験 
1) 載荷条件 

5.2.1 (2) 1) を参照。 
 

2) 床版の挙動計測結果 
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(3) コンクリート部材調査 
1) 測定箇所(第 3 径間) 
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2) 鉄筋探査結果 

 

 

波形番号 探査位置
かぶり深さ 探査方向

46mm

波形番号 探査位置
かぶり深さ 探査方向

30mm

P2-A2間　床版

3-2 P2-A2間　床版
32mm 橋軸

設計かぶり深さ －

設計かぶり深さ =30+16/2+16/2

3-1
49mm 橋軸直角
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3) 塩化物イオン含有量試験結果 

 

 
  

工　事　名　称

採　取　場　所

試料の採取方法

分　析　方　法

単位容積質量

（kg/m
3
）

表面 ～ 10mm 0.018 0.40 0 10 5

古川橋 床版(第3径間) 10 ～ 25mm 0.012 0.26 10 25 17.5

25 ～ 40mm < 0.005 < 0.11 25 40 32.5

表面 ～ 20mm 0.052 1.14 0 20 10

20 ～ 40mm 0.037 0.81 20 40 30

古川橋 P2橋脚 40 ～ 60mm 0.040 0.88 40 60 50

60 ～ 80mm 0.019 0.42 60 80 70

80 ～ 100mm 0.005 0.11 80 100 90

表面 ～ 20mm 0.009 0.20 0 20 10

20 ～ 40mm 0.013 0.29 20 40 30

古川橋 A2橋台 40 ～ 60mm 0.007 0.15 40 60 50

60 ～ 80mm < 0.005 < 0.11 60 80 70

80 ～ 100mm < 0.005 < 0.11 80 100 90

  備   考
       *1 試料は、上表に示す位置で採取したドリル粉末を分析した。

       *2 単位容積質量は、2200kg/m
3
とした。

　　　　　 ｢コンクリート構造物の健全度診断マニュアル｣P48参照

       *3 Cl
-
の定量下限値は0.005%として分析した。

       *4 塩化物イオン含有量の換算式

              分析結果からコンクリート1.0m
3
中の塩化物イオン含有量を換算した。

2200

・表中の「<」は表記している数値未満であることを示す。

2200

分　　析　　項　　目

2200

試料採取位置
グラフ深度
(表面からの

位置)

塩 化 物 イ オ ン 含 有 量 試 験 結 果 表

Cl
-
（%） Cl

-
（kg/m

3
）

平成31年度 静清維持管内西部橋梁点検業務

古川橋

ドリル粉末

JIS A 1154
硬化コンクリート中に含まれる塩化物イオンの試験方法
（塩化物イオン電極を用いた電位差滴定法）

試　　料　　名

*1 *2 *4

Cl-(kg/m3)＝ × 単位容積質量(kg/m3)
Cl-(%)

100

*3
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4) 圧縮強度試験結果 
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5) ひびわれ深さ測定結果 
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5.2.4 支承の状況 
(1) 近接目視 

1) 腐食 
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食
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2) 損傷図 
第 1 径間と第 2 径間の支承の損傷図は 5.2.1 (1) 4) を参照。 
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5.3 下部構造 
5.3.1 橋台の状況 

(1) 近接目視 
1) ひびわれ、剥離・鉄筋露出、うき 
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2) 損傷図 
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(2) コンクリート部材調査（A2 橋台） 
1) 測定箇所 

 

 
 

2) 鉄筋探査結果 
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波形番号 探査位置
かぶり深さ 探査方向

50mm

波形番号 探査位置
かぶり深さ 探査方向

61mm

4-1 A2パラペット

4-2 A2パラペット
37mm 上下

設計かぶり深さ =50+13/2+9/2

設計かぶり深さ －

21mm 左右
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3) 塩化物イオン含有量試験結果 

 

 



5-63 

4) 圧縮強度試験結果 
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5.3.2 橋脚の状況 
(1) 近接目視 

1) ひびわれ、剥離・鉄筋露出、うき 
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2) 損傷図 
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(2) コンクリート部材調査（P2 橋脚） 
1) 測定箇所 

 
 

2) 鉄筋探査結果 
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波形番号 探査位置 波形番号 探査位置
かぶり深さ 探査方向 かぶり深さ 探査方向

100mm 100mm

波形番号 探査位置 波形番号 探査位置
かぶり深さ 探査方向 かぶり深さ 探査方向

116mm 114.5mm

96mm 左右 27mm 橋軸直角
1-1 P2上梁側面(終点側) 2-1 P2上梁下面

1-2 P2上梁側面(終点側) 2-2 P2上梁下面
108mm 上下 40mm 橋軸

設計かぶり深さ － 設計かぶり深さ －

設計かぶり深さ =100+13/2+19/2 設計かぶり深さ =100+13/2+16/2
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3) 塩化物イオン含有量試験結果 
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4) 圧縮強度試験結果 
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5.4 橋梁周辺 
5.4.1 洗掘の調査（測量） 

 



5-73 

 



5-74 
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5.4.2 護岸の状況（近接目視） 
 

 
 

詰石が流出している 

コンクリート矢板に欠損が発生している 
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6. 参考資料 
6.1 測量成果簿 
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6.2 点検調書 
次ページ以降に「橋梁定期点検要領（国土交通省道路局 平成 31 年 3 月）」に準拠して作成し

た点検調書を示す。 
 



1
1

定
期

点
検

記
録

様
式

（
そ

の
１

）
　

橋
梁

の
諸

元
と

総
合

検
査

結
果

起
点

側
緯

度
終

点
側

3
4
°

4
5
′

2
2
″

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

経
度

ﾌ
ﾘ
ｶ
ﾞﾅ

ﾌ
ﾙ
ｶ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ

路
 線

 名
町

道
古

川
川

尻
線

管
　

轄

橋
 梁

 名
古

川
橋

所
 在

 地

0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

3
4
°

4
5
′

2
2
″

1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

緯
度

橋
梁

ID
経

度

橋
梁

コ
ー

ド
吉

田
町

役
場

　

調
書

更
新

年
月

日
2
0
1
9
年

6
月

5
日

至
静

岡
県

榛
原

郡
吉

田
町

住
吉

至
現

地
確

認
年

月
日

2
0
1
9
年

5
月

2
3
日

自
静

岡
県

榛
原

郡
吉

田
町

住
吉

距
 離

 標

自

供
用

開
始

日
1
9
6
9
年

橋
長

5
4
.
6
2
m

活
荷

重
・
等

級
T
L
-
2
0
・

1
等

橋
適

用
示

方
書

上
部

構
造

形
式

単
純

非
合

成
H
形

鋼
橋

 
3
連

幅 員

全
 　

幅
 　

員
7
.
2
0
m

地
覆

幅

有
 効

 幅
 員

6
.
5
0
m

0
.
3
5
m

0
.
0
0
m

2
.
5
0
m

歩
道

幅
車

道
幅

・
車

線

2
.
5
0
m

0
.
0
0
m

0
.
3
5
m

大
型

混
入

率

昼
間

1
2
時

間

建
設

課
　

0
.
0
0
m

0
.
0
0
m

歩
道

幅
中

央
帯

台
地

覆
幅

昭
和

3
9
年

　
鋼

道
路

橋
設

計
示

方
書

中
央

分
離

帯
交 通 条 件

交
  

通
  

量

調
  

査
  

年

車
道

幅
・
車

線

　 　 総 合 検 査 結 果

％

基
礎

形
式

直
接

基
礎

 
2
基

既
製

R
C
杭

 
Φ

6
0
0
 
2
基

荷
 重

 制
 限

ｔ
 

下
部

構
造

形
式

重
力

式
橋

台
 
2
基

パ
イ

ル
ベ

ン
ト

橋
脚

 
2
基

備
考

■
点

検
方

法
：

橋
梁

点
検

車
点

検
■

交
通

規
制

：
片

側
交

互
通

行
規

制
■

交
差

条
件

：
湯

日
川

■
上

部
構

造
分

割
有

無
：

無
■

第
三

者
点

検
実

施
の

有
無

：
無

■
海

岸
線

か
ら

の
距

離
：

3
6
0
m

健
全

度
（
橋

単
位

）

橋
梁

診
断

員

6-34



○
全

体
図

、
一

般
図

に
は

近
接

目
視

に
よ

る
診

断
が

で
き

て
い

な
い

個
所

や
近

接
目

視
に

よ
ら

な
い

方
法

を
講

じ
た

箇
所

を
明

記
す

る
こ

と
。

全 　 体 　 図 一 　 般 　 図フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ
ｶ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ

路
 線

 名
町

道
古

川
川

尻
線

定
期

点
検

記
録

様
式

（
そ

の
２

）
　

径
間

別
一

般
図

径
 間

 番
 号

1
起

点
側

緯
度

終
点

側
緯

度
橋

梁
ID

経
度

経
度

3
4
°

4
5
′

2
2
″

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

3
4
°

4
5
′

2
2
″

1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

橋
梁

コ
ー

ド
0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋

管
理

者
吉

田
町

役
場

建
設

課

6-35



○
全

体
図

、
一

般
図

に
は

近
接

目
視

に
よ

る
診

断
が

で
き

て
い

な
い

個
所

や
近

接
目

視
に

よ
ら

な
い

方
法

を
講

じ
た

箇
所

を
明

記
す

る
こ

と
。

経
度

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

経
度

1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ
ｶ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ

路
 線

 名
町

道
古

川
川

尻
線

管
理

者
吉

田
町

役
場

建
設

課
橋

梁
コ

ー
ド

定
期

点
検

記
録

様
式

（
そ

の
２

）
　

径
間

別
一

般
図

径
 間

 番
 号

2
起

点
側

緯
度

3
4
°

4
5
′

2
2
″

終
点

側
緯

度
3
4
°

4
5
′

2
2
″

橋
梁

ID

全 　 体 　 図

0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋

一 　 般 　 図

6-36



○
全

体
図

、
一

般
図

に
は

近
接

目
視

に
よ

る
診

断
が

で
き

て
い

な
い

個
所

や
近

接
目

視
に

よ
ら

な
い

方
法

を
講

じ
た

箇
所

を
明

記
す

る
こ

と
。

1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

定
期

点
検

記
録

様
式

（
そ

の
２

）
　

径
間

別
一

般
図

径
 間

 番
 号

3
起

点
側

緯
度

3
4
°

4
5
′

2
2
″

終
点

側
緯

度
3
4
°

4
5
′

2
2
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

経
度

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ
ｶ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ

路
 線

 名
町

道
古

川
川

尻
線

管
理

者
吉

田
町

役
場

建
設

課
橋

梁
コ

ー
ド

一 　 般 　 図全 　 体 　 図

0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋

6-37



1

2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

P
1
橋

脚

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

径
間

番
号

1
径

間
番

号

A
1
橋

台

写
真

番
号

3
撮

影
年

月
日

側
面

全
景

右
側

が
起

点

1

1
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

写
真

番
号

2
2
0
1
9
.0
5
.
2
3

写
真

番
号

6

1
径

間
番

号

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

下
面

全
景

手
前

が
起

点

径
間

番
号

1
径

間
番

号

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

撮
影

年
月

日

4
撮

影
年

月
日

2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

径
間

番
号

1

2
0
1
9
.0
5
.
2
3

管
理

者
吉

田
町

役
場

建
設

課

3
4
°

4
5
′

2
2
″

現 　 地 　 状 　 況 　 写 　 真

写
真

番
号

撮
影

年
月

日

写
真

番
号

撮
影

年
月

日
写

真
番

号

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

橋
梁

全
景

右
側

が
起

点
メ

モ
（
必

要
に

応
じ

て
）

橋
面

全
景

手
前

が
起

点 5

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

橋
梁

ID
経

度
経

度

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
路

 線
 名

町
道

古
川

川
尻

線

定
期

点
検

記
録

様
式

（
そ

の
３

）
　

現
地

状
況

写
真

橋
梁

コ
ー

ド

径
 間

 番
 号

1
起

点
側

緯
度

終
点

側
緯

度
3
4
°

45
′

2
2
″

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋
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径
間

番
号

1
径

間
番

号
1

径
間

番
号

1

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

A
1
伸

縮
装

置
伸

縮
装

置
端

部
(地

覆
)は

目
地

材
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

。

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

P
1
伸

縮
装

置
車

道
部

右
側

が
起

点

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

P
1
伸

縮
装

置
伸

縮
装

置
端

部
(地

覆
)は

目
地

材
が

設
置

さ
れ

て
い

る
。

写
真

番
号

1
0

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

写
真

番
号

1
1

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.0
5
.
2
3

写
真

番
号

1
2

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

1

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

A
1
支

承
固

定
メ

モ
（
必

要
に

応
じ

て
）

P
1
支

承
可

動
メ

モ
（
必

要
に

応
じ

て
）

A
1
伸

縮
装

置
車

道
部

左
側

が
起

点

2
0
1
9
.0
5
.
2
3

写
真

番
号

9
撮

影
年

月
日

2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

径
間

番
号

1
径

間
番

号
1

径
間

番
号

現 　 地 　 状 　 況 　 写 　 真

写
真

番
号

7
撮

影
年

月
日

2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

写
真

番
号

8
撮

影
年

月
日

緯
度

3
4
°

4
5
′

2
2
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

経
度

1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
路

 線
 名

町
道

古
川

川
尻

線
管

理
者

吉
田

町
役

場
建

設
課

橋
梁

コ
ー

ド
0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋

定
期

点
検

記
録

様
式

（
そ

の
３

）
　

現
地

状
況

写
真

径
 間

 番
 号

1
起

点
側

緯
度

3
4
°

45
′

2
2
″

終
点

側
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フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
路

 線
 名

町
道

古
川

川
尻

線
管

理
者

吉
田

町
役

場
建

設
課

橋
梁

コ
ー

ド
0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名

定
期

点
検

記
録

様
式

（
そ

の
３

）
　

現
地

状
況

写
真

径
 間

 番
 号

1
起

点
側

緯
度

3
4
°

45
′

2
2
″

終
点

側
緯

度
3
4
°

4
5
′

2
2
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

経
度

1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

古
川

橋

現 　 地 　 状 　 況 　 写 　 真

写
真

番
号

1
3

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

写
真

番
号

1
4

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.0
5
.
2
3

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

橋
座

の
状

況
写

真
A

1
橋

台
　

左
が

起
点

側
桁

か
か

り
長

　
S
E
=
6
0
0
m

m

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

支
承

の
縁

端
距

離
A

1
支

承
　

左
が

起
点

側
S
=
3
0
0
m

m

径
間

番
号

1
径

間
番

号
1

写
真

番
号

1
5

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

径
間

番
号

1
径

間
番

号
1

径
間

番
号

1

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

橋
座

の
状

況
写

真
P

1
橋

脚
　

左
が

起
点

側
桁

か
か

り
長

　
S
E
=
4
5
0
m

m

写
真

番
号

1
6

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

写
真

番
号

1
7

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.0
5
.
2
3

写
真

番
号

1
8

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

径
間

番
号

1

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

支
承

の
縁

端
距

離
P

1
支

承
　

左
が

起
点

側
S
=
3
2
0
m

m

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

下
り

線
側

防
護

柵
路

面
か

ら
の

高
さ

は
9
0
0
m

m
で

あ
る

。
地

覆
か

ら
の

高
さ

は
8
0
0
m

m
で

あ
る

。
地

覆
高

さ
:1

0
0
m

m

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

上
り

線
側

防
護

柵
路

面
か

ら
の

高
さ

は
9
0
0
m

m
で

あ
る

。
地

覆
か

ら
の

高
さ

は
8
0
0
m

m
で

あ
る

。
地

覆
高

さ
:1

0
0
m

m
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橋
梁

コ
ー

ド
0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋

緯
度

3
4
°

4
5
′

2
2
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

経
度

1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

緯
度

3
4
°

45
′

2
2
″

終
点

側

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
路

 線
 名

町
道

古
川

川
尻

線
管

理
者

吉
田

町
役

場
建

設
課

定
期

点
検

記
録

様
式

（
そ

の
３

）
　

現
地

状
況

写
真

径
 間

 番
 号

1
起

点
側

現 　 地 　 状 　 況 　 写 　 真

写
真

番
号

1
9

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

写
真

番
号

2
0

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.0
5
.
2
3

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

橋
名

板
メ

モ
（
必

要
に

応
じ

て
）

橋
名

板

径
間

番
号

1
径

間
番

号
1

写
真

番
号

2
1

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

径
間

番
号

1
径

間
番

号
1

径
間

番
号

1

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

竣
工

版

写
真

番
号

2
2

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

写
真

番
号

2
3

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.0
5
.
2
3

写
真

番
号

2
4

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

径
間

番
号

1

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

竣
工

版
メ

モ
（
必

要
に

応
じ

て
）

ス
ラ

ブ
ド

レ
ー

ン
の

設
置

状
況

ス
ラ

ブ
ド

レ
ー

ン
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、

床
版

防
水

は
施

工
さ

れ
て

い
る

と
推

定
さ

れ
る

。

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

添
架

物
水

道
管

φ
1
2
0
×

1
条

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。
添

架
物

の
管

理
者

は
不

明
で

あ
る

。
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2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

写
真

番
号

2
9

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.0
5
.
2
3

写
真

番
号

径
間

番
号

1
径

間
番

号
1

径
間

番
号

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

規
制

状
況

片
側

交
互

通
行

規
制

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

作
業

開
始

前
打

ち
合

わ
せ

状
況

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

現 　 地 　 状 　 況 　 写 　 真

写
真

番
号

2
5

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

写
真

番
号

2
6

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.0
5
.
2
3

径
間

番
号

1
径

間
番

号
1

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

添
架

物
情

報
ケ

ー
ブ

ル
管

φ
6
0
×

2
条

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。
添

架
物

の
管

理
者

は
不

明
で

あ
る

。

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

排
水

ま
す

土
砂

撤
去

後

写
真

番
号

2
8

撮
影

年
月

日

0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋

定
期

点
検

記
録

様
式

（
そ

の
３

）
　

現
地

状
況

写
真

径
 間

 番
 号

1
起

点
側

緯
度

3
4
°

45
′

2
2
″

終
点

側

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
路

 線
 名

町
道

古
川

川
尻

線
管

理
者

吉
田

町
役

場
建

設
課

緯
度

3
4
°

4
5
′

2
2
″

橋
梁

コ
ー

ド

橋
梁

ID

径
間

番
号

1

撮
影

年
月

日

写
真

番
号

2
7

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

点
検

状
況

橋
梁

点
検

車
点

検

経
度

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

経
度

1
3
8
°

1
6
′

0
3
″
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橋
梁

コ
ー

ド
0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

終
点

側

写
真

番
号

3
2

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

径
間

番
号

2

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

下
面

全
景

手
前

が
起

点

1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

緯
度

3
4
°

45
′

2
2
″

定
期

点
検

記
録

様
式

（
そ

の
３

）
　

現
地

状
況

写
真

径
 間

 番
 号

2
起

点
側

町
道

古
川

川
尻

線
管

理
者

吉
田

町
役

場
建

設
課

古
川

橋

緯
度

3
4
°

4
5
′

2
2
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

経
度

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
路

 線
 名

橋
 梁

 名

現 　 地 　 状 　 況 　 写 　 真

写
真

番
号

3
0

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

写
真

番
号

3
1

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.0
5
.
2
3

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

橋
面

全
景

手
前

が
起

点
メ

モ
（
必

要
に

応
じ

て
）

側
面

全
景

右
側

が
起

点

径
間

番
号

2
径

間
番

号
2

写
真

番
号

3
3

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

写
真

番
号

3
4

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.0
5
.
2
3

写
真

番
号

3
5

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

径
間

番
号

2
径

間
番

号
2

径
間

番
号

2

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

P
2
橋

脚
メ

モ
（
必

要
に

応
じ

て
）

P
1
支

承
可

動
メ

モ
（
必

要
に

応
じ

て
）

P
2
支

承
固

定
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径
間

番
号

経
度

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

橋
梁

ID

0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

緯
度

3
4
°

4
5
′

2
2
″

経
度

1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

橋
梁

コ
ー

ド

2
径

間
番

号
2

現 　 地 　 状 　 況 　 写 　 真

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

径
間

番
号

2

径
間

番
号

2
径

間
番

号
2

径
間

番
号

2

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

支
承

の
縁

端
距

離
P

1
支

承
　

左
が

起
点

側
S
=
3
1
0
m

m

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

橋
座

の
状

況
写

真
P

2
橋

脚
　

左
が

起
点

側
桁

か
か

り
長

　
S
E
=
5
5
0
m

m

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

支
承

の
縁

端
距

離
P

2
支

承
　

左
が

起
点

側
S
=
4
5
0
m

m

写
真

番
号

3
9

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

写
真

番
号

4
0

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.0
5
.
2
3

写
真

番
号

4
1

撮
影

年
月

日
2
0
1
9
.
0
5
.
2
3

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

P
2
伸

縮
装

置
車

道
部

右
側

が
起

点

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

P
2
伸

縮
装

置
伸

縮
装

置
端

部
(地

覆
)は

目
地

材
が

設
置

さ
れ

て
い

る
。

メ
モ

（
必

要
に

応
じ

て
）

橋
座

の
状

況
写

真
P

1
橋

脚
　

左
が

起
点

側
桁

か
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材
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⑤
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損
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損
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損
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号
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損
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台
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損
傷

程
度

前
回

損
傷

程
度

-
-

-

メ
モ

メ
モ

メ
モ

b
損

傷
の

種
類

腐
食

損
傷

程
度

d

前
回

損
傷

程
度

前
回

損
傷

程
度

1

部
材

名
台
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番
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損
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落
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5
2
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0
0
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川
橋
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リ
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ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ
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古
川

川
尻
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田
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建

設
課
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主
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緯
度
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4
5
′

2
2
″

経
度

1
3
5
°

1
6
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0
3
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橋
梁
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ド
0
0
0
5
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0
2
5
2
-
0
0

橋
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古

川
橋

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ
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路

 線
 名

町
道

古
川

川
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線
管

理
者

吉
田

町
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場
建

設
課

遊
間

の
異
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S

S
主

桁
M
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0
3
0
5

e
接

触
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W

(上
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5
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0
m

m

腐
食

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)

S
S

主
桁

M
g

0
3
0
5

d

S
S

主
桁

M
g

0
3
0
5

e

腐
食

S
S

横
桁

C
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0
1
0
6

d

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)
S

S
横

桁
C

r
0
1
0
5

e

腐
食

S
S

横
桁

C
r

0
1
0
5

d

腐
食

S
S

横
桁

C
r

0
1
0
4

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

S
S

横
桁

C
r

0
1
0
4

d

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)
S

S
横

桁
C

r
0
1
0
3

e

腐
食

S
S

横
桁

C
r

0
1
0
3

d

腐
食

S
S

横
桁

C
r

0
1
0
2

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

S
S

横
桁

C
r

0
1
0
2

d

防
食

機
能

の
劣

化
(1
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S

S
横

桁
C

r
0
1
0
1

e

腐
食

S
S

横
桁

C
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0
1
0
1

d

腐
食

S
S
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桁

M
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0
3
0
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S
S

主
桁

M
g

0
3
0
4

d e
防

食
機

能
の

劣
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防
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機
能
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)

腐
食

S
S

主
桁

M
g

0
3
0
3

S
S

主
桁

M
g

0
3
0
3

d e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

S
S

主
桁

M
g

0
3
0
1

e

S
S

主
桁

M
g

0
3
0
1
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腐

食

S
S

主
桁

M
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0
3
0
2

e
防

食
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能
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0
3
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2
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0
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0
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5
2
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川
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リ
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ﾌ
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ｶ
ﾜ
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古
川

川
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者

吉
田

町
役
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建

設
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5
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1
0
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×
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0
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m

剥
離

・
鉄

筋
露
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S

C
床

版
D

s
0
1
0
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3
5
0
×
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0
0
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m

う
き
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C
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版
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s

0
1
0
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漏

水
・
遊
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S

C
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版
D
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0
3
0
4
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水
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遊

離
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S
C

床
版

D
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3
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版
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=
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=
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r
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3
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°

1
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梁
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0
0
0
5
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0
2
5
2
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0
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橋
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川
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フ
リ

ガ
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ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
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町
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古
川

川
尻

線
管

理
者

吉
田

町
役

場
建

設
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1
0
0
×

1
0
0
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P
C

梁
部

P
b

0
1
0
2
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F
C
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ー

チ
ン
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F
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0
1
0
2
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入
そ
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他
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)

P
C

梁
部

P
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1
0
2
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1
0
0
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m
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そ
の

他
ひ

び
わ

れ

P
C

梁
部

P
b

0
1
0
2

P
C

梁
部

P
b

0
1
0
2
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6
0
0
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3
0
0
×

2
5

m
m

剥
離

・
鉄

筋
露

出

漏
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・
遊

離
石

灰
P

C
柱

部
・
壁
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P

w
0
1
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2

d

W
=
0
.1

,L
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0
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m
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・
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3
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0
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m
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床

版
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わ

れ

6-103



腐
食

S
S

主
桁

M
g

0
3
0
1

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

S
S

主
桁

M
g

0
3
0
1
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腐
食

S
S

主
桁

M
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0
2
0
5

e
防

食
機

能
の

劣
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)

S
S

主
桁

M
g

0
2
0
5

d

防
食

機
能

の
劣

化
(1
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S
S

主
桁

M
g

0
2
0
3

d

腐
食

S
S

主
桁

M
g

0
2
0
4

e
防

食
機

能
の

劣
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(1
)

S
S

主
桁

M
g

0
2
0
4

d

腐
食

S
S

主
桁

M
g

0
2
0
1

e
防

食
機
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の

劣
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)

S
S

主
桁

M
g

0
2
0
1

d

腐
食

S
S

主
桁

M
g

0
1
0
5

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

S
S

主
桁

M
g

0
1
0
5

d

腐
食

S
S

主
桁

M
g

0
1
0
4

e
防

食
機

能
の

劣
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(1
)

S
S

主
桁

M
g

0
1
0
4

d

S
主

桁
M

g
0
1
0
2

d

腐
食

S
S

主
桁

M
g

0
1
0
3

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

S
S

主
桁

M
g

0
1
0
3

d

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)
S

S
主

桁
M

g
0
1
0
1

S
S

主
桁

M
g

0
2
0
2

d
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2
2
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m
m

腐
食

腐
食

S
S

主
桁

M
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0
1
0
2

e
防

食
機

能
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劣
化

(1
)
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主
桁

M
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0
1
0
1

工
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材
料

部
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種
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損
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名
　

称
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点

側
緯

度
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5
′

2
2
″
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梁
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経

度
1
3
8
°

1
6
′

0
3
″
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ー

タ
記

録
様

式
（
そ

の
１

１
）
　

損
傷

程
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評

価
記

入
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（
主
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部

材
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3
起
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緯
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3
4
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4
5
′

2
2
″

経
度

1
3
5
°

1
6
′

0
3
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橋
梁

コ
ー

ド
0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
路

 線
 名

町
道

古
川

川
尻

線
管

理
者

吉
田

町
役

場
建

設
課
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腐
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損
傷
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タ

ー
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損
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種
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類
記

号
要
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取
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値
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位
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M
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劣
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腐
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S
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主
桁

M
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0
2
0
3

e
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C
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C
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劣
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S
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桁

C
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1
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d
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S
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横
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C
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e
防
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の

劣
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S
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桁

C
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C
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側
緯

度
3
4
°

4
5
′

2
2
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

デ
ー

タ
記

録
様

式
（
そ

の
１

１
）
　

損
傷

程
度

の
評

価
記

入
表

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
主

要
部

材
）

径
 間

 番
 号

3
起

点
側

緯
度

3
4
°

4
5
′

2
2
″

経
度

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

橋
梁

コ
ー

ド
0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
路

 線
 名

町
道

古
川

川
尻

線
管

理
者

吉
田

町
役

場
建

設
課

損
傷

パ
タ

ー
ン

損
傷

の
種

類
分

類
記

号
要

素
番

号
損

傷
程

度
の

評
価

定
量

的
に

取
得

し
た

値
単

位

腐
食

S
S

横
桁

C
r

0
2
0
6

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

S
S

横
桁

C
r

0
2
0
6

d

腐
食

S
S

横
桁

C
r

0
2
0
4

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

S
S

横
桁

C
r

0
2
0
4

d

腐
食

S
S

横
桁

C
r

0
2
0
3

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

S
S

横
桁

C
r

0
2
0
3

d

腐
食

S
S

横
桁

C
r

0
2
0
2

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

S
S

横
桁

C
r

0
2
0
2

d

S
S

横
桁

C
r

0
2
0
1

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

床
版

ひ
び

わ
れ

(1
)

(2
)

床
版

ひ
び

わ
れ

S
S

横
桁

C
r

0
2
0
5

d
腐

食

S
S

横
桁

C
r

0
2
0
5

e
防

食
機

能
の

劣
化

d

S
C

床
版

D
s

漏
水

・
遊

離
石

灰

9
0
0
0
×

1
5
0
×

2
0

m
m

剥
離

・
鉄

筋
露

出

W
=
0
.1

～
0
.2

m
m

2
5
0
×

1
0
0

m
m

う
き

W
=
0
.1

～
0
.2

S
C

床
版

D
s

0
1
0
1

S
C

床
版

D
s

0
1
0
1

m
m

(1
)

0
2
0
1

d

漏
水

・
遊

離
石

灰

W
=
0
.1

～
0
.2

m
m

(2
)

床
版

ひ
び

わ
れ

S
C

床
版

D
s

0
2
0
5

d

S
C

床
版

D
s

0
2
0
5

d

m
m

(2
)

床
版

ひ
び

わ
れ

S
C

床
版

D
s

0
2
0
4

S
C

床
版

D
s

0
2
0
3

d

S
C

床
版

D
s

0
2
0
4

d
漏

水
・
遊

離
石

灰

d
W

=
0
.1

～
0
.2

W
=
0
.1

～
0
.2

m
m

(2
)

S
C

床
版

D
s

0
2
0
2

d
S

C
床

版
D

s
0
1
0
1

S
C

床
版

D
s

0
1
0
1

d e d

床
版

ひ
び

わ
れ

W
=
0
.1

～
0
.2

m
m

(2
)

床
版

ひ
び

わ
れ
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工
種

材
料

部
材

種
別

損
傷

程
度

名
　

称

終
点

側
緯

度
3
4
°

4
5
′

2
2
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

デ
ー

タ
記

録
様

式
（
そ

の
１

１
）
　

損
傷

程
度

の
評

価
記

入
表

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
主

要
部

材
）

径
 間

 番
 号

3
起

点
側

緯
度

3
4
°

4
5
′

2
2
″

経
度

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

橋
梁

コ
ー

ド
0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
路

 線
 名

町
道

古
川

川
尻

線
管

理
者

吉
田

町
役

場
建

設
課

損
傷

パ
タ

ー
ン

損
傷

の
種

類
分

類
記

号
要

素
番

号
損

傷
程

度
の

評
価

定
量

的
に

取
得

し
た

値
単

位

そ
の

他
(6

)

2
0
0
×

1
5
0

m
m

う
き

7
0
0
×

1
5
0
×

2
0

m
m

剥
離

・
鉄

筋
露

出

F
C

フ
ー

チ
ン

グ
F
f

0
1
0
2

-

A
C

竪
壁

A
c

0
1
0
2

e
土

砂
堆

積

A
C

胸
壁

A
p

0
1
0
2

e

A
C

胸
壁

A
p

0
1
0
2

A
C

胸
壁

A
p

0
1
0
2

d

W
=
0
.3

,L
=
8
0
0

m
m

(1
)

ひ
び

わ
れ

d

S
C

床
版

D
s

0
4
0
1

S
C

床
版

D
s

0
4
0
1

e
1
0
0
×

1
0
0

m
m

う
き

W
=
0
.2

m
m

(1
)

床
版

ひ
び

わ
れ

d

S
C

床
版

D
s

0
4
0
1

S
C

床
版

D
s

0
4
0
1

床
版

ひ
び

わ
れ

d
漏

水
・
遊

離
石

灰

1
4
0
0
0
×

1
5
0
×

2
0

m
m

剥
離

・
鉄

筋
露

出
e

S
C

床
版

D
s

0
3
0
5

d
W

=
0
.1

～
0
.2

m
m

(2
)

漏
水

・
遊

離
石

灰
S

C
床

版
D

s
0
3
0
5

d

漏
水

・
遊

離
石

灰

W
=
0
.1

～
0
.2

m
m

(2
)

床
版

ひ
び

わ
れ

S
C

床
版

D
s

0
3
0
4

d

S
C

床
版

D
s

0
3
0
4

d

(6
)

S
C

床
版

D
s

0
3
0
3

e
豆

板
：
2
2
0
0
×

1
3
0
0

m
m

4
0
0
×

3
0
0

m
m

う
き

S
C

床
版

D
s

0
3
0
3

e

そ
の

他

d
W

=
0
.1

～
0
.2

m
m

(2
)

床
版

ひ
び

わ
れ

S
C

床
版

D
s

0
3
0
3

漏
水

・
遊

離
石

灰
S

C
床

版
D

s
0
3
0
3

de
2
0
0
×

1
5
0
×

1
5

m
m

剥
離

・
鉄

筋
露

出
S

C
床

版
D

s
0
3
0
3

W
=
0
.1

～
0
.2

m
m

(2
)

床
版

ひ
び

わ
れ

S
C

床
版

D
s

0
3
0
2

dd
W

=
0
.1

～
0
.2

m
m

(2
)

床
版

ひ
び

わ
れ

S
C

床
版

D
s

0
3
0
1
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腐
食

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
3
0
1

b

腐
食

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
2
0
2

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
2
0
2

b

腐
食

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
2
0
1

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

腐
食

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)
B

S
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

B
a

0
1
0
1

e

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
1
0
1

d

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
2
0
1

d

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)
B

S
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

B
a

0
3
0
1

e

腐
食

管
理

者
橋

梁
コ

ー
ド

0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

d
B

S
支

承
本

体
B

h
0
1
0
1

工
種

材
料

部
材

種
別

損
傷

程
度

損
傷

パ
タ

ー
ン

損
傷

の
種

類
記

号
要

素
番

号
損

傷
程

度
の

評
価

定
量

的
に

取
得

し
た

値

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

3
4
°

4
5
′

2
2
″

3
4
°

4
5
′

2
2
″

1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

分
類

名
　

称
単

位

古
川

橋

緯
度

橋
梁

ID
経

度
経

度

吉
田

町
役

場
建

設
課

緯
度

終
点

側

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
路

 線
 名

町
道

古
川

川
尻

線

デ
ー

タ
記

録
様

式
（
そ

の
１

２
）
　

損
傷

程
度

の
評

価
記

入
表

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
デ

ー
タ

記
録

様
式

（
そ

の
１

１
）
に

記
載

以
外

の
部

材
）

径
 間

 番
 号

1
起

点
側

橋
 梁

 名

腐
食

B
S

支
承

本
体

B
h

0
1
0
1

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

B
S

支
承

本
体

B
h

0
1
0
2

d

腐
食

B
S

支
承

本
体

B
h

0
1
0
2

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

B
S

支
承

本
体

B
h

0
2
0
1

d

腐
食

B
S

支
承

本
体

B
h

0
2
0
1

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

B
S

支
承

本
体

B
h

0
2
0
2

d

腐
食

B
S

支
承

本
体

B
h

0
2
0
2

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

B
S

支
承

本
体

B
h

0
3
0
1

d

BB
S

支
承

本
体

B
h

0
3
0
1

e

B
h

0
3
0
2

B
S

支
承

本
体

B
h

0
3
0
2

e
(1

),
(2

),
(9

)

腐
食

支
承

部
の

機
能

障
害

(1
)

防
食

機
能

の
劣

化

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)

(1
)

そ
の

他
(6

)

B
S

支
承

本
体

B
h

0
3
0
2

e

S
支

承
本

体

S
C

上
部

構
造

そ
の

他
S
x

0
6
0
1

e
間

詰
め

モ
ル

タ
ル

剥
離

e
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管
理

者
橋

梁
コ

ー
ド

0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

工
種

材
料

部
材

種
別

損
傷

程
度

損
傷

パ
タ

ー
ン

損
傷

の
種

類
記

号
要

素
番

号
損

傷
程

度
の

評
価

定
量

的
に

取
得

し
た

値

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

3
4
°

4
5
′

2
2
″

3
4
°

4
5
′

2
2
″

1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

分
類

名
　

称
単

位

古
川

橋

緯
度

橋
梁

ID
経

度
経

度

吉
田

町
役

場
建

設
課

緯
度

終
点

側

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
路

 線
 名

町
道

古
川

川
尻

線

デ
ー

タ
記

録
様

式
（
そ

の
１

２
）
　

損
傷

程
度

の
評

価
記

入
表

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
デ

ー
タ

記
録

様
式

（
そ

の
１

１
）
に

記
載

以
外

の
部

材
）

径
 間

 番
 号

1
起

点
側

橋
 梁

 名

D
S

排
水

管
D

p
0
1
0
1

e

う
き

B
C

台
座

コ
ン

ク
リ

ー
ト

B
c

0
3
0
1

e
2
5
0
×

1
5
0

m
m

B
C

台
座

コ
ン

ク
リ

ー
ト

B
c

0
2
0
2

e
1
5
0
×

7
0

m
m

う
き

B
C

台
座

コ
ン

ク
リ

ー
ト

B
c

0
1
0
1

c
1
0
0
×

5
0
×

1
0

m
m

剥
離

・
鉄

筋
露

出

B
C

台
座

コ
ン

ク
リ

ー
ト

B
c

0
3
0
2

e
欠

損
：
3
0
0
×

1
5
0
×

7
0

m
m

変
形

・
欠

損

B
C

台
座

コ
ン

ク
リ

ー
ト

B
c

0
1
0
1

d
W

=
0
.5

,L
=
1
0
0

m
m

ひ
び

わ
れ

e

腐
食

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
3
0
2

d

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)
B R

A
舗

装
P

m
0
2
0
1

R
A

舗
装

P
m

0
2
0
1

e

D
S

排
水

管
D

p
0
1
0
1

そ
の

他
(6

)

土
砂

詰
ま

り

b
腐

食

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)

e
植

生

変
形

・
欠

損
B

C
台

座
コ

ン
ク

リ
ー

ト
B

c
0
3
0
1

e
欠

損
：
2
5
0
×

1
5
0
×

1
0
0

m
m

e

防
護

柵
G

f
0
2
0
1

R
S

伸
縮

装
置

E
j

0
1
0
1

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)

植
生

腐
食

R
S

防
護

柵
G

f
0
2
0
1

b

ゆ
る

み
・
脱

落

そ
の

他
(6

)

土
砂

詰
ま

り

A
舗

装
P

m
0
1
0
1

R
A

舗
装

P
m

0
1
0
1

e
土

砂
詰

ま
り

c
H

=
1
0

m
m

路
面

の
凹

凸

e

R
S

防
護

柵
G

f
0
1
0
1

e
脱

落
：
1
/
1

本

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)
R

S
防

護
柵

G
f

0
2
0
1

e

R
S

R
S

防
護

柵
本

ゆ
る

み
・
脱

落
G

f
0
1
0
1

G
f

0
1
0
1

b
腐

食

S
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

B
a

0
3
0
2

e
脱

落
：
1
/
1

e

R
S

防
護

柵

R
S

伸
縮

装
置

E
j

0
1
0
2

R
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管
理

者
橋

梁
コ

ー
ド

0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

工
種

材
料

部
材

種
別

損
傷

程
度

損
傷

パ
タ

ー
ン

損
傷

の
種

類
記

号
要

素
番

号
損

傷
程

度
の

評
価

定
量

的
に

取
得

し
た

値

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

3
4
°

4
5
′

2
2
″

3
4
°

4
5
′

2
2
″

1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

分
類

名
　

称
単

位

古
川

橋

緯
度

橋
梁

ID
経

度
経

度

吉
田

町
役

場
建

設
課

緯
度

終
点
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ｶ
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1
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防
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U

S
添
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物

U
t

0
1
0
1

e
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食

U
S

添
架
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U

t
0
1
0
1

d

防
食

機
能

の
劣

化
(2

)
ec

腐
食

U
S

添
架

物
U

t
0
2
0
1

U
S

添
架

物
U

t
0
2
0
1
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称
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号
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傷
程

度
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評
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橋
梁

コ
ー

ド
0
0
0
5
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0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋

工
種

材
料

部
材

種
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損
傷

程
度

損
傷

パ
タ

ー
ン

損
傷

の
種

類

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
路

 線
 名

町
道

古
川

川
尻

線
管

理
者

吉
田

町
役

場
建

設
課

定
量

的
に

取
得

し
た

値
単

位

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)

腐
食

B
S

支
承

本
体

B
h

0
1
0
2

d

B
S

支
承

本
体

B
h

0
1
0
2

e

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)

B
S

支
承

本
体

B
h

0
2
0
2

d
腐

食

B
S

支
承

本
体

B
h

0
2
0
2

e

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)

B
S

支
承

本
体

B
h

0
1
0
1

d
腐

食

B
S

支
承

本
体

B
h

0
1
0
1

e

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)

B
S

支
承

本
体

B
h

0
2
0
1

d
腐

食

B
S

支
承

本
体

B
h

0
2
0
1

e

腐
食

B
S

支
承

本
体

B
h

0
3
0
1

d

B
S

支
承

本
体

B
h

0
3
0
1

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

腐
食

S
S

上
部

構
造

そ
の

他
S
x

0
1
0
1

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

S
S

上
部

構
造

そ
の

他
S
x

0
1
0
1

c

腐
食

S
S

上
部

構
造

そ
の

他
S
x

0
2
0
1

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

S
S

上
部

構
造

そ
の

他
S
x

0
2
0
1

c

腐
食

S
S

上
部

構
造

そ
の

他
S
x

0
3
0
1

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

S
S

上
部

構
造

そ
の

他
S
x

0
3
0
1

c

腐
食

S
S

上
部

構
造

そ
の

他
S
x

0
4
0
1

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

S
S

上
部

構
造

そ
の

他
S
x

0
4
0
1

c

腐
食

S
S

上
部

構
造

そ
の

他
S
x

0
5
0
1

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

S
S

上
部

構
造

そ
の

他
S
x

0
5
0
1

c

腐
食

S
S

上
部

構
造

そ
の

他
S
x

0
6
0
1

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

S
S

上
部

構
造

そ
の

他
S
x

0
6
0
1

c

6-111



終
点

側
緯

度
3
4
°

4
5
′

2
2
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

デ
ー

タ
記

録
様

式
（
そ

の
１

２
）
　

損
傷

程
度

の
評

価
記

入
表

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
デ

ー
タ

記
録

様
式

（
そ

の
１

１
）
に

記
載

以
外

の
部

材
）

径
 間

 番
 号

2
起

点
側

緯
度

3
4
°

4
5
′

2
2
″

経
度

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

分
類

名
　

称
記

号
要

素
番

号
損

傷
程

度
の

評
価

橋
梁

コ
ー

ド
0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋

工
種

材
料

部
材

種
別

損
傷

程
度
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パ
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フ
リ
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ナ

ﾌ
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ｶ
ﾜ
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町
道

古
川

川
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線
管

理
者

吉
田

町
役

場
建

設
課

定
量

的
に

取
得

し
た

値
単

位

m
m

う
き

B
C

台
座

コ
ン

ク
リ

ー
ト

B
c

0
3
0
2

e
2
7
0
×

1
2
0
,2

5
0
×

1
0
0

m
m

う
き

う
き

B
C

台
座

コ
ン

ク
リ

ー
ト

B
c

0
3
0
1

e
4
0
0
×

1
0
0

B
C

台
座

コ
ン

ク
リ

ー
ト

B
c

0
2
0
2

d
W

=
0
.8

m
m

ひ
び

わ
れ

B
C

台
座

コ
ン

ク
リ

ー
ト

B
c

0
2
0
2

e
2
7
0
×

1
0
0

腐
食

R
S

防
護

柵
G

f
0
2
0
1

b

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)
R

S
防

護
柵

G
f

0
1
0
1

e

B
S

支
承

本
体

B
h

0
3
0
2

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

B

腐
食

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
3
0
2

b

腐
食

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
1
0
2

b

S
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

B
a

0
1
0
2

e
防

食
機

能
の

劣
化

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
2
0
2

b

腐
食

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
1
0
1

b

腐
食

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
2
0
1

b

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
1
0
1

e

(1
)

腐
食

腐
食

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
2
0
1

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
2
0
2

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
3
0
1

b

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
3
0
2

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
3
0
1

e

腐
食

m
m

脱
落

：
1
/
1

本
ゆ

る
み

・
脱

落
R

S
防

護
柵

G
f

0
1
0
1

e

腐
食

R
S

防
護

柵
G

f
0
1
0
1

b

B
S

支
承

本
体

B
h

0
3
0
2

b
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梁
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ド
0
0
0
5
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川
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度

損
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ナ

ﾌ
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ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
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 線
 名

町
道

古
川

川
尻

線
管

理
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吉
田

町
役
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建

設
課
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的
に

取
得

し
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値
単

位

e
土

砂
詰

ま
り

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)
U

S
添

架
物

U
t

0
1
0
1

e

D
S

排
水

ま
す

D
r

0
2
0
1

D
S

排
水

管
D

p

腐
食

U
S

添
架

物
U

t
0
1
0
1

d

R
A

舗
装

P
m

0
2
0
1

R
A

舗
装

P
m

0
2
0
1

e
土

砂
詰

ま
り

植
生

そ
の

他
(6

)
e

ひ
び

わ
れ

：
W

=
5
.0

m
m

舗
装

の
異

常
R

A
舗

装
P

m
0
2
0
1

ee
植

生
そ

の
他

(6
)

R
A

舗
装

P
m

0
1
0
1

土
砂

詰
ま

り
R

A
舗

装
P

m
0
1
0
1

ee
ひ

び
わ

れ
：
W

=
5
.0

m
m

舗
装

の
異

常
R

A
舗

装
P

m
0
1
0
1

e
土

砂
詰

ま
り

R
S

伸
縮

装
置

E
j

0
1
0
2

R
S

防
護

柵
G

f
0
2
0
1

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)

0
1
0
1

d
腐

食

D
S

D
S

排
水

管
D

p
0
1
0
1

e

0
1
0
2

e

0
2
0
1

d

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)

D
S

排
水

管
D

p
0
2
0
2

d
腐

食

D
S

排
水

管
D

p
0
2
0
2

e

排
水

管
D

p
0
2
0
2

e
ナ

ッ
ト

脱
落

：
4
/
4

腐
食

D
S

排
水

管
D

p
0
1
0
2

d
腐

食

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)
D

S
排

水
管

D
p

D
S

排
水

管
D

p

本
ゆ

る
み

・
脱

落

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)
D

S
排

水
管

D
p

0
2
0
1

e

腐
食

U
S

添
架

物
U

t
0
2
0
1

e
防

食
機

能
の

劣
化

(2
)

U
S

添
架

物
U

t
0
2
0
1

c
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m
m

変
形
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ン
ク

リ
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ﾞｼ
路

 線
 名

町
道

古
川

川
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S

防
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柵
G
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1
0
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d

防
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能

の
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化

B
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2
0
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デ
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し
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値
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橋
梁

コ
ー

ド
0
0
0
5
-
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2
5
2
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 名
古

川
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工
種

材
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部
材

種
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損
傷

程
度

損
傷
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タ

ー
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(1
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防
食

機
能

の
劣

化
(1

)

腐
食

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)

腐
食

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)

腐
食

腐
食

(1
)

防
食

機
能

の
劣

化

R
S

腐
食

B
S

支
承

本
体

B
h

0
1
0
1

d

(1
)

B
S

支
承

本
体

B
h

0
1
0
1

e
防

食
機

能
の

劣
化

B
S

支
承

本
体

B
h

0
1
0
2

d

B
S

支
承

本
体

B
h

0
2
0
1

b

B
S

支
承

本
体

B
h

0
2
0
1

e

腐
食

B
S

支
承

本
体

B
h

0
3
0
1

d

B
S

支
承

本
体

B
h

0
3
0
1

e

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
2
0
2

d

B
S

支
承

本
体

B
h

0
3
0
2

d

防
護

柵
G

f
0
1
0
1

e
孔

食
変

形
・
欠

損
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フ
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ガ
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評

価
記

入
表

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
デ

ー
タ

記
録

様
式

（
そ

の
１

１
）
に

記
載

以
外

の
部

材
）

径
 間

 番
 号

3
起

点
側

緯
度

3
4
°

4
5
′

2
2
″

経
度

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

分
類

名
　

称
記

号
要

素
番

号
損

傷
程

度
の

評
価

定
量

的
に

取
得

し
た

値
単

位

橋
梁

コ
ー

ド
0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋

工
種

材
料

部
材

種
別

損
傷

程
度

損
傷

パ
タ

ー
ン

終
点

側
緯

度
3
4
°

4
5
′

2
2
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

損
傷

の
種

類

変
形

・
欠

損
D

S
排

水
管

D
p

0
2
0
2

e
孔

食

e

D
S

排
水

ま
す

D
r

0
1
0
2

腐
食

U
S

添
架

物
U

t
0
1
0
1

d

D
S

排
水

管
D

p
0
1
0
2

ee
土

砂
詰

ま
り

e
土

砂
詰

ま
り

変
形

・
欠

損

(1
)

R
A

舗
装

P
m

0
2
0
1

R
A

舗
装

P
m

0
2
0
1

R
A

舗
装

P
m

0
2
0
1

植
生

そ
の

他
e

ひ
び

わ
れ

：
W

=
1
5
.0

m
m

舗
装

の
異

常
R

A
舗

装
P

m
0
2
0
1

ee
ひ

び
わ

れ
：
W

=
1
5
.0

m
m

舗
装

の
異

常

c
6
0
0
×

6
0
0
×

1
0

m
m

路
面

の
凹

凸

R
A

舗
装

P
m

0
1
0
1

R
A

舗
装

P
m

0
1
0
1

R
S

伸
縮

装
置

E
j

0
1
0
2

7
0
0
×

2
0
0
×

1
0

m
m

路
面

の
凹

凸
ce

土
砂

詰
ま

り

R
S

防
護

柵
G

f
0
2
0
1

e
孔

食
変

形
・
欠

損

(6
)

D
S

排
水

管
D

p
0
1
0
2

e
孔

食

防
食

機
能

の
劣

化

D
S

排
水

管
D

p
0
1
0
2

d
腐

食

防
食

機
能

の
劣

化
(2

)

D
S

排
水

管
D

p
0
2
0
2

e
防

食
機

能
の

劣
化

(1
)

防
食

機
能

の
劣

化
(1

)
U

S
添

架
物

U
t

0
1
0
1

U
S

添
架

物
U

t
0
2
0
1

e

U
S

添
架

物
U

t
0
2
0
1

c
腐

食

D
S

排
水

管
D

p
0
2
0
2

d
腐

食
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B
S

支
承

本
体

B
h

0
0

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
),
支

承
部

の
機

能
障

害
(e

)

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
0

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

部
材

番
号

損
傷

の
種

類
（
程

度
）

損
傷

の
種

類
（
程

度
）

S
C

床
版

D
s

0
0

床
版

ひ
び

わ
れ

(b
)

S
S

主
桁

M
g

0
1

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

S
S

主
桁

M
g

0
2

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

B
C

台
座

コ
ン

ク
リ

ー
ト

B
c

0
0

ひ
び

わ
れ

(d
),
剥

離
・
鉄

筋
露

出
(c

),
う

き
(e

),
変

形
・
欠

損
(e

)

工
種

材
料

部
材

種
別

今
回

定
期

点
検

点
検

日
2
0
1
9
年

5
月

2
3
日

名
称

記
号

1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

前
回

定
期

点
検

点
検

日

管
理

者

橋
梁

ID
経

度
経

度

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
路

 線
 名

町
道

古
川

川
尻

線

デ
ー

タ
記

録
様

式
（
そ

の
１

３
）
　

損
傷

程
度

の
評

価
結

果
総

括

橋
梁

コ
ー

ド

径
 間

 番
 号

1
起

点
側

緯
度

終
点

側
緯

度
3
4
°

4
5
′

2
2
″

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋

吉
田

町
役

場
建

設
課

3
4
°

4
5
′

2
2
″

A
C

竪
壁

A
c

0
1

う
き

(e
)

P
C

梁
部

P
b

0
2

ひ
び

わ
れ

(d
),
剥

離
・
鉄

筋
露

出
(e

),
漏

水
・
遊

離
石

灰
(d

)

R
S

防
護

柵
G

f
0
0

腐
食

(b
),
ゆ

る
み

・
脱

落
(e

),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

R
S

伸
縮

装
置

E
j

0
0

路
面

の
凹

凸
(c

),
土

砂
詰

ま
り

(e
)

S
S

主
桁

M
g

0
3

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
),
遊

間
の

異
常

(e
)

S
S

横
桁

C
r

0
1

腐
食

(b
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

S
S

横
桁

C
r

0
2

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

S
S

横
桁

C
r

0
3

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

S
S

横
桁

C
r

0
4

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

S
S

横
桁

C
r

0
5

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

S
S

横
桁

C
r

0
6

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

P
C

柱
部

・
壁

部
P

w
0
2

ひ
び

わ
れ

(c
),
漏

水
・
遊

離
石

灰
(d

)

S
C

上
部

構
造

そ
の

他
S
x

0
0

そ
の

他
(e

)
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部
材

番
号

損
傷

の
種

類
（
程

度
）

損
傷

の
種

類
（
程

度
）

工
種

材
料

部
材

種
別

今
回

定
期

点
検

点
検

日
2
0
1
9
年

5
月

2
3
日

名
称

記
号

1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

前
回

定
期

点
検

点
検

日

管
理

者

橋
梁

ID
経

度
経

度

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
路

 線
 名

町
道

古
川

川
尻

線

デ
ー

タ
記

録
様

式
（
そ

の
１

３
）
　

損
傷

程
度

の
評

価
結

果
総

括

橋
梁

コ
ー

ド

径
 間

 番
 号

1
起

点
側

緯
度

終
点

側
緯

度
3
4
°

4
5
′

2
2
″

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋

吉
田

町
役

場
建

設
課

3
4
°

4
5
′

2
2
″

D
S

排
水

管
D

p
0
0

腐
食

(b
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

R
A

舗
装

P
m

0
0

そ
の

他
(e

),
土

砂
詰

ま
り

(e
)

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

0
0

U
t

添
架

物
S

U
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終
点

側
緯

度
3
4
°

4
5
′

2
2
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

デ
ー

タ
記

録
様

式
（
そ

の
１

３
）
　

損
傷

程
度

の
評

価
結

果
総

括
径

 間
 番

 号
2

起
点

側
緯

度
3
4
°

4
5
′

2
2
″

経
度

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

橋
梁

コ
ー

ド
0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
路

 線
 名

町
道

古
川

川
尻

線
管

理
者

吉
田

町
役

場
建

設
課

名
称

記
号

部
材

番
号

損
傷

の
種

類
（
程

度
）

損
傷

の
種

類
（
程

度
）

前
回

定
期

点
検

点
検

日

S
S

主
桁

M
g

0
1

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
),
遊

間
の

異
常

(e
)

S

S
横

桁
C

r
0
3

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

S
横

桁
C

r
0
1

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

S
S

横
桁

工
種

材
料

部
材

種
別

今
回

定
期

点
検

点
検

日
2
0
1
9
年

5
月

2
3
日

R
S

防
護

柵
G

f
0
0

腐
食

(b
),
ゆ

る
み

・
脱

落
(e

),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

S
主

桁
M

g
0
3

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
),
遊

間
の

異
常

(e
)

S
S

主
桁

M
g

0
2

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
),
遊

間
の

異
常

(e
)

S RS
S

横
桁

0
5

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

S
S

横
桁

C
r

0
4

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

C
r

S

A
舗

装
P

m

R
S

0
0

舗
装

の
異

常
(e

),
そ

の
他

(e
),
土

砂
詰

ま
り

(e
)

B
C

台
座

コ
ン

ク
リ

ー
ト

B
c

0
0

ひ
び

わ
れ

(d
),
う

き
(e

)

伸
縮

装
置

E
j

0
0

土
砂

詰
ま

り
(e

)

C
r

0
2

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
0

腐
食

(b
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

P
w

0
2

ひ
び

わ
れ

(b
),
漏

水
・
遊

離
石

灰
(d

)

B
S

支
承

本
体

B
h

0
0

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

P
C

柱
部

・
壁

部

S
S

上
部

構
造

そ
の

他
S
x

0
0

腐
食

(c
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

S
S

横
桁

C
r

0
6

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

S
C

床
版

D
s

0
0

剥
離

・
鉄

筋
露

出
(c

),
う

き
(e

),
漏

水
・
遊

離
石

灰
(d

),
床

版
ひ

び
わ

れ
(d

)

P
C

梁
部

P
b

0
2

ひ
び

わ
れ

(d
),
剥

離
・
鉄

筋
露

出
(e

),
う

き
(e

),
そ

の
他

(e
)
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終
点

側
緯

度
3
4
°

4
5
′

2
2
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

デ
ー

タ
記

録
様

式
（
そ

の
１

３
）
　

損
傷

程
度

の
評

価
結

果
総

括
径

 間
 番

 号
2

起
点

側
緯

度
3
4
°

4
5
′

2
2
″

経
度

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

橋
梁

コ
ー

ド
0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
路

 線
 名

町
道

古
川

川
尻

線
管

理
者

吉
田

町
役

場
建

設
課

名
称

記
号

部
材

番
号

損
傷

の
種

類
（
程

度
）

損
傷

の
種

類
（
程

度
）

前
回

定
期

点
検

点
検

日
工

種
材

料
部

材
種

別
今

回
定

期
点

検
点

検
日

2
0
1
9
年

5
月

2
3
日

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

D
S

排
水

管
D

p
0
0

腐
食

(d
),
ゆ

る
み

・
脱

落
(e

),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

D
S

排
水

ま
す

D
r

0
0

土
砂

詰
ま

り
(e

)

U
S

添
架

物
U

t
0
0
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C
r

0
5

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

S
S

横
桁

C
r

0
6

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

S
S

横
桁

S
S

横
桁

C
r

0
1

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

S
S

横
桁

C
r

0
2

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

A
C

胸
壁

A
p

0
2

ひ
び

わ
れ

(d
),
剥

離
・
鉄

筋
露

出
(d

),
う

き
(e

)

B
S

支
承

本
体

B
h

0
0

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

A
C

竪
壁

A
c

0
2

そ
の

他
(e

)

終
点

側
緯

度
3
4
°

4
5
′

2
2
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

デ
ー

タ
記

録
様

式
（
そ

の
１

３
）
　

損
傷

程
度

の
評

価
結

果
総

括
径

 間
 番

 号
3

起
点

側
緯

度
3
4
°

4
5
′

2
2
″

経
度

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

橋
梁

コ
ー

ド
0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
路

 線
 名

町
道

古
川

川
尻

線
管

理
者

吉
田

町
役

場
建

設
課

名
称

記
号

部
材

番
号

損
傷

の
種

類
（
程

度
）

損
傷

の
種

類
（
程

度
）

工
種

材
料

部
材

種
別

今
回

定
期

点
検

点
検

日
2
0
1
9
年

5
月

2
3
日

前
回

定
期

点
検

点
検

日

S
C

床
版

D
s

0
0

剥
離

・
鉄

筋
露

出
(e

),
漏

水
・
遊

離
石

灰
(d

),
床

版
ひ

び
わ

れ
(d

),
う

き
(e

),
そ

の
他

(e
)

S
C

主
桁

M
g

0
3

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
),
遊

間
の

異
常

(e
)

S
C

R
A

舗
装

P
m

0
0

路
面

の
凹

凸
(c

),
舗

装
の

異
常

(e
),
そ

の
他

(e
),
土

砂
詰

ま
り

(e
)

R
S

0
0

土
砂

詰
ま

り
(e

)

B
C

台
座

コ
ン

ク
リ

ー
ト

B
c

0
0

変
形

・
欠

損
(c

)

B
S

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
B

a
0
0

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

R D
S

排
水

ま
す

D
r

0
0

土
砂

詰
ま

り
(e

)

防
護

柵
G

f
0
0

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
),
変

形
・
欠

損
(e

)

S
伸

縮
装

置
E
j

主
桁

M
g

0
1

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

S
C

主
桁

M
g

0
2

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

S
S

横
桁

C
r

0
3

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

S
S

横
桁

C
r

0
4

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)

6-120



終
点

側
緯

度
3
4
°

4
5
′

2
2
″

橋
梁

ID
経

度
1
3
8
°

1
6
′

0
3
″

デ
ー

タ
記

録
様

式
（
そ

の
１

３
）
　

損
傷

程
度

の
評

価
結

果
総

括
径

 間
 番

 号
3

起
点

側
緯

度
3
4
°

4
5
′

2
2
″

経
度

1
3
5
°

1
6
′

0
3
″

橋
梁

コ
ー

ド
0
0
0
5
-
0
2
5
2
-
0
0

橋
 梁

 名
古

川
橋

フ
リ

ガ
ナ

ﾌ
ﾙ

ｶ
ﾜ
ﾊ

ﾞｼ
路

 線
 名

町
道

古
川

川
尻

線
管

理
者

吉
田

町
役

場
建

設
課

名
称

記
号

部
材

番
号

損
傷

の
種

類
（
程

度
）

損
傷

の
種

類
（
程

度
）

工
種

材
料

部
材

種
別

今
回

定
期

点
検

点
検

日
2
0
1
9
年

5
月

2
3
日

前
回

定
期

点
検

点
検

日

D
S

排
水

管
D

p
0
0

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
),
変

形
・
欠

損
(e

)

U
S

添
架

物
U

t
0
0

腐
食

(d
),
防

食
機

能
の

劣
化

(e
)
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